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10月15日、筑後広域公園のフィットネスエリアを中
心に、スケートボードとSUP体験、ナス収穫体験のモ
ニターツアーが行われました。親子連れをはじめ、約
20人が参加し、みやま市ならではのアクティビティ
や農業体験を楽しみました。

アクティビティや農業体験を楽しむ

100歳を迎えられる方と市内最高齢の方に、お祝い
状と記念品が贈られました。今年度市内で100歳を
迎えた人は32人です。9月29日にお祝い状を受け取
れられた高田地区の前原ユリ子さんは「新聞を読むこ
とと食べることが好きです」と笑顔で話されました。

　本市の新たな交流拠点となる、「みやま市総合市民センター MIYAMAX」が10月1日にオープンしました。9月25
日に開館記念式典、10月1日と2日にはオープニングイベントが行われ、多くの人でにぎわいました。

これからもお元気で ついにオープン 「みやま市総合市民センター M
み や ま っ く す

IYAMAX」

9月26日、山川市民センターでNPO法人にじいろ
CAPの重永侑紀氏を講師に招き、民生委員児童委
員協議会の全員研修会が行われました。「子どもを
取り巻く課題と私たちにできること」をテーマに講演
が行われ、参加者は熱心に耳を傾けました。

民生委員児童委員協議会全員研修会

9月20日、まいピア高田でみやま市中学校音楽発表会
が3年ぶりに開催されました。第1部では合唱とアンサ
ンブル、第2部では吹奏楽が披露されました。市内の瀬
高、山川、高田、東山中学校が参加し、発表会の最後に
は吹奏楽部の合同演奏で「花は咲く」を合唱しました。

市内４中学校が音楽で交流

10月15日、山川市民センターで與田凖一児童文学
まつりが開催されました。市内小中学校から応募され
た詩の中から、104点が受賞。表彰式では與田凖一
児童文学賞に選ばれた、開小学校6年生の塚本蒼彩
さんの作品「大好きな場所」などが朗読されました。

感性豊かな詩を披露

9月20日、誠修高校3年の板橋杏奈さん（瀬高中出身）
と西村麻央さん（左）が、国民体育大会（ソフトテニス
競技）と皇后賜杯全日本ソフトテニス選手権大会への
出場を報告しました。各大会の県予選で優勝した２人は

「一試合でも多く勝ちたいです」と抱負を述べました。

ダブルスで日本一を狙う

市ホームページ

▲オープニングイベントではキッチンカーやワークショップなどが並び、施設の屋内外でさまざまなイベントが開催されました

▲本市のふるさと観光大使のジャズボーカリスト、ERIKAさん
による開館記念コンサート

▲総合市民センターに設置しているフルコンサートグランドピ
アノ「SK-EX」を生産している㈱河合楽器製作所と、音楽・教育・
文化の振興に向けた協定を締結

▲本市出身で長唄三味線の人間国宝、杵屋勝国さんによる
記念公演

▲山門高校出身の書道アーティスト、原
愛梨さんと同校書道部によるパフォー
マンス。原さんは「未来」「躍動」「邁進」の文字でキジの絵を表
現しました
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